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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
や
、
地
域
社
会
に
お
け
る
人
と
人
と
の

絆
の
希
薄
化
等
に
よ
り
、
高
齢
者
独
居
、
経
済
的
生
活
困
窮
、
児
童
虐
待
、
子
ど

も
の
貧
困
等
々
、
様
々
な
生
活
・
福
祉
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
失
業
や
病

気
等
に
よ
り
、
誰
も
が
い
つ
陥
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
社
会
状
況
に
あ
り
、
こ
う

し
た
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
「
入
居
債
務
保
証
支
援
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。さ
ら
に
、今
年
４
月
か
ら
は
、生
活
保
護
受
給
に
至
る
前
に
、

生
活
困
窮
状
態
か
ら
早
期
の
脱
却
に
向
け
、
対
象
者
に
寄
り
添
い
支
援
す
る
「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
生
活
課
題

へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
地
域
の
基
盤
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
住
民
、
行

政
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
が
一
層
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
『
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
く
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
』
実
現
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
ご
家
族
と
も
ど
も
に
、
ご
健
勝
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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Ｇ
ｏ
ｓ
ｏ　
Ｇ
ｏ
ｓ
ｏ　
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
．
ｃ
ｏ
ｍ
の
皆
さ
ん

養
護
学
校
に
通
う
生
徒
や
卒
業
生
が
、
地
域
の
方
と
「
も
の
つ
く
り
」
を
通
し
て
余
暇
活
動
を
楽
し
む
集

ま
り
で
す
。ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
有
無
を
問
わ
ず
に
、共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
、活
動
し
て
い
ま
す
。
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匹
見
地
域
福
祉
委
員
会

団体
紹介

　

匹
見
地
域
福
祉
委
員
会
は
、
匹
見
町
内
の
各
自
治
会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
方
で
、
現

在
57
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
や
見
守

り
活
動
、
社
協
会
費
・
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
で
す
。
総
会
時
に
は
、
福
祉
委
員

を
対
象
と
し
た
研
修
会
、
ま
た
、
年
１
回
の
町
民
を
対
象
と
し
た
福
祉
講
演
会
の
開

催
や
、
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
の
協
力
も
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
福
祉
活
動
に
お
け
る
中
核
組

織
と
し
て
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
を
深
め
て
い
く
た
め
、

多
く
の
団
体
の
参
加
と
協
働
の
も
と
に
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
福
祉
教
育
、
高
齢
者
・
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、
地
域
福
祉
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

市
と
致
し
ま
し
て
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
の
分
野
の
枠
を
超
え

て
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
住
民
、
行
政
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
と
も
に
支
え
あ
い
、
助
け

合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し
て
、
第
二
期

益
田
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
福
祉
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
様
の
積
極
的
な
参
画
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
、
各
種
福
祉
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
二
十
七
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　

11
月
29
日
㈯
、〝
も
み
じ
の
里

交
流
ホ
ー
ル
〟
で
開
催
し
た
講
演

会
は
、
松
ヶ
丘
病
院
の
看
護
部
長

枡
本
典
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

『
認
知
症
は
こ
わ
く
な
い
』
と
い

う
演
題
で
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が

ら
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
、
認
知
症
を
病
む

人
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
理
解
す
る
こ
と
で
、
接
し
方

や
対
応
の
仕
方
の
違
い
、
ま
た
、

ケ
ア
の
際
の
心
と
体
の
距
離
も
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
歳
末
た
す
け
あ

い
バ
ザ
ー
も
開
催
し
、
こ
の
収
益

は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
見
舞
金
と

し
て
益
田
市
共

同
募
金
委
員
会

に
寄
付
し
ま
し

た
。

益
田
市
長
　
山
　
本
　
浩
　
章

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

参
画
と
協
力
を
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　２月に「支え合いマップづくり」の普及を目的とした、ふれあいネッ
トワークまちづくり研修会の開催を予定しています。詳細は社協ホーム
ページで近日お知らせいたします。

益田市社会福祉協議会　地域福祉課　☎２２－７２５６

※次号では、モデル自治会での課題解決に向けた取り組みをいくつか紹介いたします。

○困っていることを、住民の助け合いにより解決できるように取り組む。
○自治会内に福祉推進組織をつくる。
○住民だけでは解決できない課題を、地区社協・市社協・行政などと連携して解決に結びつけるネット
ワークをつくる。

※福祉出前講座として、説明やマップづくりができますので、お気軽にご相談ください。

　地域での日常的な支え合いづくりを目的に、地域住民が
住宅地図を囲みながら、地域の現状を地図に書き込んでい
く作業です。地域住民が集まり、どのような支え合いが行
われているのかを書き込んでいくことで、地域福祉課題を
抽出・共有して、課題の解決に結びつけていきます。

　地域のつながりが薄れてきていることが重要視されている中、「自分の地域の問題を住民の支え合いで解
決できる地域づくり」を目指す「支え合いマップづくり」が、近年全国各地で普及が進んでいます。
　益田市社会福祉協議会では、平成21年から「支え合いマップづくり」による地域福祉活動を推進していま
す。平成24～25年度には、モデル自治会を５か所設け取り組んできました。
　今後はモデル自治会での実績を踏まえて、自治会への「支え合いマップづくり」の普及を図っていきます。

③取り組む上でのテーマ

○支援が必要な人に誰が関わっているか？（どんな支援？）
○近所で助け合いを仕切っている世話焼きさんはいますか？
○支援を必要とする人は、身を守るために自分でどんな努力を
していますか？
○皆さんが寄り集まるところはどこですか？（○○さん宅、畑
など）
○近所にどんな生活課題がありますか？（高齢化、独居、買い
物，交通手段など）

②「支え合いマップづくり」で調べること

①「支え合いマップづくり」とは

いま、住民による小地域での「マップづくり」が注目されています
～「支え合いマップづくり」による地域福祉活動の推進～

助け合いはご近所で
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去
る
11
月
21
日
、「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」
に
於
い
て
、
ご
遺
族
、

来
賓
等
約
三
百
名
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、「
戦
没
者
合
同

追
悼
式
」
を
厳
粛
に
し
て
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
益
田
市
と
益
田
市
社
協
の
主
催
に
よ
り
、
合
同
で
開
催
す

る
の
は
三
年
に
一
度
で
、
そ
の
他
の
年
は
各
地
区
で
戦
没
者

追
悼
式
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
益
田
市
の
戦
没
者
の
御
霊
は
二
六
二
五
柱
で
、
今
日
私
達

が
享
受
し
て
い
る
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
式
は
、
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
益
田
市
長
、
益
田

益
田
市
戦
没
者
合
同

追
悼
式
を
開
催
し
ま
し
た

市
遺
族
会
長
、
益

田
市
議
会
議
長
よ

り
追
悼
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
、
来

賓
や
遺
族
の
代
表

に
よ
る
献
花
が
行

わ
れ
、
戦
争
の
犠

牲
と
な
っ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

　
遺
族
の
方
は

年
々
高
齢
化
し
て

お
り
ま
す
が
、
今

後
も
平
和
の
尊
さ

を
次
の
世
代
に
伝

え
、
悲
し
い
歴
史

を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

心のゆとり日

バザー

～はつらつ介護者ふれあい支援サービス事業～

　在宅で介護している方々は、日頃からの身体的・精神的に大きな悩み
を抱えたり、必要な情報に接する機会も少なく、地域で孤立したり、多
くのストレスを抱えたまま生活をしている方がおられます。
　この事業は、在宅介護をしている方に、わずかな時間でも「介護」か
ら開放され、参加者同士の親睦を深め、必要な情報交換等をする中で、
心身のリフレッシュを図っていただくことを目的として行っています。

　11月16日に美濃地区文化祭「美濃の里ふれあいまつり」で、当社協
では「バザー」を出店しました。
　地区の皆さんにちょっと早めの「年末大掃除」がてら、たんすの奥
や納戸の「眠れる宝」を掘り起こしてもらい、ご提供していただきま

美濃地区社会福祉協議会

　11月28日には、新しくできた住宅型有料老人ホーム「たまがわ七尾」
と「ラウレアたまがわ」の見学や、社協職員による健康相談や介護相
談など行いました。

地区社協
情報

した。そして今回は初の試みとして、「素敵なお部屋づくりのお手伝いを」
と題し、「手作り小物」を募集しました。牛乳パックで作った花瓶、木製
のお椀、熊手など、たくさん出品していただき、例年のバザーにない華や
かさが加わり大好評でした。
　バザーの収益金は、歳末たすけあい募金に寄付させていただきました。

毎年恒例の
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ふれあい福祉相談所のご案内　１月・２月の相談日

　左記相談日以外
でも専任相談員が
お受けします。

場所 ： 益田市総合福祉センター

無料法律相談
13:00～15:00（要予約）

ふれあい福祉相談
10:00～15:00

老人母子相談
10:00～15:00

１月 ９日㈮ ９日㈮ ９日㈮・23日㈮
２月 13日㈮ 13日㈮ 13日㈮・27日㈮

個人情報の保護について

益田市社会福祉協議会　☎２２－７２5６
（月～金　8 : 30 ～ 1７ : 30）

問い合わせ
予　　　約

善
意
の
輪	　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　
　
　
　
（
平
成
26
年
11
月
１
日
～
平
成
26
年
11
月
30
日
）

【
香
典
返
し
】

濱
岡　

牧
子	

（
小
浜
町
）	

金
一
封

反
田　

嘉
久	

（
幸
町
）	

金
一
封

横
田　

義
一	

（
幸
町
）	

金
一
封

大
久
保　

束	

（
下
本
郷
町
）	

金
一
封

吉
村
は
る
枝	

（
大
阪
府
茨
木
市
）	金
一
封

永
本　

隆
子	

（
美
都
町
都
茂
）	

金
一
封

三
浦　

俊
昭	

（
水
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　社会福祉法人益田市社会福祉協議会は、平成17年８月18日に制
定した以下の方針に基づき、個人情報の保護に努めております。
　１．法令の遵守

　本会は、個人情報保護に関する関係法令等に基づき、個人
情報保護規程を定め、実施する事業において、個人情報を慎
重に取扱います。

２．適正な取得及び利用
　本会は、個人情報を適法かつ適正な方法で取得します。
　また、個人情報の利用目的をできる限り特定するととも
に、その利用目的の範囲でのみ個人情報を利用します。

３．第三者への提供
　本会は、あらかじめ明示した範囲及び法令等の規程に基づ
く場合を除き、個人情報を事前に本人の同意を得ることなく
第三者に提供しません。

４．適切な管理
　本会は、個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい、
滅失、き損などを防止するため、適切な措置を講じます。ま
た、個人情報を保護するために適切な管理体制を講じ、役職
員の意識啓発に努めます。

５．開示・訂正等
　本会は、本人から自己の個人情報について、開示、訂正、
追加、削除、利用停止等の申し出があった場合には速やかに
対応します。

６．苦情への対応
　本会は、個人情報の取扱いに関する苦情があったときは、
適切かつ速やかに対応します。

福祉・介護の仕事

就職・転職フェア

　島根県内の福祉事業所の人材確保及び福祉職場に
就職を希望する方への支援を目的に開催します。福
祉の資格を活かして仕事がしたい、福祉の仕事に関
心があって福祉の職場で働いてみたいという方、ぜ
ひお気軽にご来場ください。

平成27年２月８日　12時3０分～15時3０分
くにびきメッセ（松江市学園南１丁目２－１）
◦福祉人材センターによる就職に関する
相談・求職登録
◦ハローワーク・ナースセンターによる就
職相談
◦事業所による個別就職面談コーナーほか
島根県福祉人材センター
☎０852-32-5957

参加無
料

申込不
要

入退場
自由 服装自

由

日　時

会　場

内　容

問い合せ
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「はぁーてぃ」は英語で“心の温かい”、“真心のこもった”という意味をもつ「Hearty」の読みを日本語表記したものです。

益田市社協 検索社協ホームページ

　現在お住まいの地区の民生委員、もしくは益田市社会福祉協議会（☎２２－７２５６）にご相談ください。
　※他の貸付制度が利用できる場合は対象となりません。
　※所得制限があります。個人ではなく「世帯」が対象となります。
　※貸付金額、貸付利子、返済期間などは資金の種類により異なります。

◇ご利用いただける世帯◇
①日本学生支援機構、島根県育英会、母子寡婦福祉資金、日本政策金融公庫、市中銀行、その他資金の貸
付、融通が受けられなかった方
②現在他の資金の貸し付けを申込しているが、学費等納入期日までに決定が間に合わない方
③他の資金が決定しているが、なお資金が必要な方
④他の資金の貸し付けが決定しているが、その資金が貸与される前に必要となる資金の確保が困難である方
※なお、他の資金の申込みをしていない方については、本資金の貸付け決定後において他の資金の貸付け
の申込みをしていただきます。

◇資金交付までの期間◇
　申請からおおむね１カ月半から２カ月程度

◇貸付限度額◇ ◇返済方法・期間◇

教育支援費

高　　校 月3.5万円以内
高　　専 月６万円以内
短　　大 月６万円以内
大　　学 月6.5万円以内

教育支度費 限度額　5０万円以内

据え置き期間 卒業後６カ月以内
返 済 期 間 2０年以内
返 済 方 法 月賦・半年賦・年賦償還

生 活 支 援 費 生活再建までの必要な生活費用　〈２人以上〉月2０万円以内、〈単身〉月15万円以内
住 宅 入 居 費 敷金・礼金等住宅の賃貸契約に必要な費用　限度額 ： 4０万円以内
一時生活再建費 生活再建のための一時的な費用　限度額：6０万円以内

　失業などで日常生活に困難を抱えている方の生活の立て直しのための継続的な相談支援と生活費及び一時
的な資金の貸付により自立が見込まれる世帯への貸付資金です。

　この貸付制度は、他の貸付制度が利用できない低所得者世帯、障がい者や高齢者のいる世帯に対し、民生
委員や社会福祉協議会が相談に応じ、経済的安定や社会参加、在宅福祉の推進を目的としています。

「生活福祉資金貸付制度」のご案内

　収入の少ない世帯、障がい者及
び高齢者の世帯に対し、貸付によ
り自立が見込まれる資金です。

お問い合わせ・借入れの相談・申込は…

●教育支援資金

●総合支援資金

●福祉資金

　病気、事故及び火災などにより
緊急的に生活費が必要なとき貸付
ける資金です。

●緊急小口資金

　収入の少ない高齢者世帯に対
し、一定の居住用不動産を担保に
生活資金を貸付ける資金です。

●不動産担保型生活資金


